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天台宗を興した最澄真言宗を興した空海

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
最
澄

と
空
海
の
時
代
に
つ
い
て
お
伝
え

し
て
い
る
今
年
の
か
わ
ら
版
。
今

月
の
テ
ー
マ
は
最
澄
の
晩
年
で
す
。

★
山
家
学
生
式
と
顕
戒
論

   

南
都
仏
教
（
小
乗
）
と
の
論
争

に
よ
っ
て
天
台
宗
（
大
乗
）
の
正

当
性
を
証
明
す
る
こ
と
、
比
叡
山

へ
の
大
乗
戒
壇
院
の
設
立
。
こ
の

ふ
た
つ
を
晩
年
の
目
標
と
定
め
た

最
澄
。

   

八
一
八
年
、
比
叡
山
に
大
乗
戒

壇
の
創
設
を
宣
言
。
し
か
し
、
朝

廷
や
僧
綱
（
そ
う
ご
う
＝
僧
尼
を

管
理
す
る
た
め
の
官
職
）
は
認
め

ま
せ
ん
。

   

同
年
、
最
澄
は
山
家
学
生
式

（
さ
ん
げ
が
く
し
ょ
う
し
き
）
を

ま
と
め
ま
す
。
天
台
宗
僧
侶
の
教

育
方
針
や
戒
律
な
ど
を
記
し
た
規

則
で
あ
り
、
四
条
式
、
六
条
式
、
八

条
式
の
三
部
の
総
称
で
す
。

   

当
時
の
戒
壇
院
は
、
東
大
寺
、
薬

師
寺
（
下
野
）
、
観
世
音
寺
（
大
宰

府
）
の
三
か
所
の
み
。

   

一
方
、
最
澄
は
天
台
宗
に
は
独

自
の
戒
壇
院
が
必
要
で
あ
る
と
主

張
。
論
争
を
巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。

   

八
一
九
年
、
論
争
の
末
、
僧
綱

に
大
乗
戒
壇
院
設
立
を
拒
否
さ
れ

ま
す
。

   

八
二
〇
年
、
最
澄
は
顕
戒
論
（
け

ん
か
い
ろ
ん
）
を
著
し
ま
す
。

   

大
乗
戒
壇
院
設
立
の
主
張
に
対

す
る
僧
綱
や
南
都
六
宗
の
批
判
へ

の
反
論
で
あ
り
、
朝
廷
に
も
提
出

し
ま
し
た
。

   

ま
た
、
大
乗
の
思
想
を
ま
と
め
、

新
し
い
宗
派
の
設
立
の
正
当
性
を

朝
廷
に
訴
え
た
も
の
で
も
あ
り
ま

す
。
天
台
宗
成
立
の
理
論
的
根
拠

と
な
り
ま
し
た
。

★
大
乗
戒
壇
院

   

同
じ
頃
の
空
海
。
八
一
六
年
に

嵯
峨
天
皇
か
ら
高
野
山
を
下
賜
さ

れ
ま
す
。

   

最
澄
が
大
乗
戒
壇
院
開
創
を
巡

っ
て
南
都
六
宗
と
論
争
し
て
い
た

八
一
九
年
の
夏
頃
か
ら
、
高
野
山

で
の
本
格
的
な
伽
藍
建
築
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

   

そ
し
て
、
最
澄
が
亡
く
な
る
八

二
二
年
、
空
海
は
東
大
寺
に
灌
頂

道
場
真
言
院
を
開
設
。
最
澄
と
は

対
照
的
な
動
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。

   

最
澄
入
滅
は
八
二
二
年
六
月
四

日
。
五
十
六
歳
の
生
涯
で
し
た
。

   

入
滅
直
前
に
、
嵯
峨
天
皇
か
ら

大
乗
戒
壇
院
開
創
の
勅
許
が
よ
う

や
く
下
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
朝

廷
か
ら
勅
許
伝
達
の
文
書
が
届
い

た
の
は
亡
く
な
っ
て
か
ら
七
日
後

で
し
た
。

   

　

七
歳
違
い
の
最
澄
と
空
海
。
そ

れ
ぞ
れ
桓
武
天
皇
と
嵯
峨
天
皇
を

後
ろ
盾
と
し
て
、
天
台
宗
と
真
言

宗
を
興
し
た
日
本
仏
教
の
二
大
巨

頭
で
す
。

   
　

こ
の
お
二
人
が
い
な
け
れ
ば
、

そ
の
後
の
日
本
は
、
仏
教
の
み
な

ら
ず
、
社
会
の
様
相
も
異
な
る
姿

と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

★
道
心
の
中
に
衣
食
あ
り

   

最
澄
の
遺
言
は
弟
子
の
光
定
（
こ

う
じ
ょ
う
）
が
伝
え
て
い
ま
す
。

   

曰
く
「
道
心
（
ど
う
し
ん
）
の

中
（
う
ち
）
に
衣
食
（
え
じ
き
）

あ
り
、
衣
食
の
中
に
道
心
な
し
」
。

道
を
求
め
る
志
が
あ
れ
ば
、
衣
食

は
自
ず
と
何
と
か
な
る
。
衣
食
を

考
え
て
の
行
動
か
ら
は
志
は
生
ま

れ
な
い
こ
と
を
諭
し
て
い
ま
す
。

   

ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
た

そ
う
で
す
。
曰
く
「
わ
が
為
に
仏

を
作
る
勿
（
な
か
）
れ
。
わ
が
為

に
経
を
写
す
勿
れ
。
た
だ
わ
が
志

を
述
べ
よ
」
。

   

最
澄
は
弟
子
た
ち
に
物
や
儀
礼

で
自
ら
を
弔
う
こ
と
を
戒
め
、
た

だ
一
心
に
志
を
継
ぐ
よ
う
に
諭
し

ま
し
た
。

★
空
海
の
晩
年

   

一
方
の
空
海
。
八
一
八
年
、
四

十
五
歳
の
時
に
高
野
山
を
開
山
。
以

後
、
空
海
は
数
々
の
偉
業
を
成
し

遂
げ
ま
す
。

   

八
二
一
年
、
空
海
の
故
郷
、
讃

岐
（
香
川
県
）
の
満
濃
池
を
修
築

し
ま
す
。
空
海
四
十
八
歳
の
こ
と

で
す
。

   

来
月
は
空
海
の
晩
年
に
つ
い
て

で
す
。
乞
ご
期
待
。


